
 (1) 全事故に占める高齢者事故（件数は１当、２当の計。死傷者数は本人被害。以下同じ。） 

件数 死者 傷者 件数 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者
5,086 78 5,962 5,745 6,817 -659 3 -855 -11.5 4.0 -12.5

65 ～ 74 歳 1,274 10 733 1,357 754 -83 -6 -21 -6.1 -37.5 -2.8
75 歳 以 上 830 39 530 884 559 -54 9 -29 -6.1 30.0 -5.2

計 2,104 49 1,263 2,241 1,313 -137 3 -50 -6.1 6.5 -3.8
構成率 (％ ) 41.4 62.8 21.2 39.0 19.3

1,644 11 660 1,761 695 -117 -3 -35 -6.6 -21.4 -5.0

 (2) 時間別発生状況（発生件数、死者数）

 (3) 道路形状別発生状況

件数 死者 傷者 件数 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者
2,104 49 1,263 2,241 1,313 -137 3 -50 -6.1 6.5 -3.8 

信 号 314 3 174 322 161 -8 -4 13 -2.5 -57.1 8.1
そ の 他 623 12 346 677 381 -54 6 -35 -8.0 100.0 -9.2 

計 937 15 520 999 542 -62 2 -22 -6.2 15.4 -4.1 
構成率 (％ ) 44.5 30.6 41.2 44.6 41.3

253 8 142 219 127 34 15 15.5 11.8
97 7 79 106 68 -9 1 11 -8.5 16.7 16.2

817 19 522 917 576 -100 -54 -10.9 -9.4 

 (4) 事故類型別発生状況

件数 死者 傷者 件数 傷者 件数 死者 傷者 件数 死者 傷者
2,104 49 1,263 2,241 1,313 -137 3 -50 -6.1 6.5 -3.8 

対・背面中 58 2 34 62 43 -4 -9 -6.5 -20.9 
横 断 中 197 15 135 206 124 -9 -3 11 -4.4 -16.7 8.9
そ の 他 70 1 43 83 46 -13 -1 -3 -15.7 -50.0 -6.5 

計 325 18 212 351 213 -26 -4 -1 -7.4 -18.2 -0.5 
出 合 頭 217 8 108 194 105 23 4 3 11.9 100.0 2.9
右 左 折 時 98 46 103 39 -5 -1 7 -4.9 -100.0 17.9
そ の 他 92 4 53 117 69 -25 2 -16 -21.4 100.0 -23.2 

計 407 12 207 414 213 -7 5 -6 -1.7 71.4 -2.8 
正 面 衝 突 59 3 59 73 45 -14 -1 14 -19.2 -25.0 31.1
追 突 437 1 303 458 312 -21 1 -9 -4.6 ― -2.9 
出 合 頭 429 240 465 255 -36 -3 -15 -7.7 -100.0 -5.9 
右 折 時 123 57 112 42 11 -1 15 9.8 -100.0 35.7
左 折 時 50 17 47 20 3 -3 6.4 ― -15.0 
そ の 他 171 66 189 84 -18 -18 -9.5 ― -21.4 

計 1,269 4 742 1,344 758 -75 -4 -16 -5.6 -50.0 -2.1 
103 15 102 132 129 -29 6 -27 -22.0 66.7 -20.9 

 (5) 高齢者の原因別（１当、２当の計）発生件数ワースト順位

・ ワースト １位 交差点安全進行 306 件（前年比 53 件）
・ ワースト ２位 安全不確認 265 件（前年比 -134 件）
・ ワースト ３位 前方不注意 213 件（前年比 -54 件）
・ ワースト ４位 一時不停止 131 件（前年比 30 件）
・ ワースト ５位 動静不注視 104 件（前年比 -46 件）
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３　高齢者事故（平成27年12月末）

○　高齢者事故の発生件数は8時～10時の時間帯に最も多く、死亡事故も８時～10時が最も多い。
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○　高齢者事故は全事故の41.4％を占めており、死者数は62.8％を占めている。
○　75歳以上の後期高齢者のみ死者数が増加している。　
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○　事故類型別の発生件数は車両相互の追突が最も多く発生している。
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○　交差点での発生件数が約４割（44.5％）と最も多い。
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０～２ ２～４ ４～６ ６～８ ８～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20 20～22 22～24 

死者 1 3 10 11 3 3 2 4 4 5 3

件数 14 13 29 135 378 356 318 276 321 174 64 26
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